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「木づかい」はじめませんか。
もっと知ろう。もっと使おう。

「木づかい」で森
も

林
り

も人も元気な日本に。
毎年 10 月は「木づかい推進月間」です。
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日
本
の
森も

林り

を
育
む

「
木
づ
か
い
」

　

あ
れ
っ
「
気
づ
か
い
」
の
間
違
い
で
は
な
い

の
？
と
思
っ
た
方
に
、
是
非
覚
え
て
い
た
だ

き
た
い
言
葉
、
そ
れ
が「
木
づ
か
い
」で
す
。

　

日
本
の
国
土
面
積
の
約
３
分
の
２
は
森
林

で
、
そ
の
う
ち
約
４
割
は
人
が
植
え
て
育
て

た
「
人
工
林
」
で
す
。
人
工
林
は
、
終
戦
直
後

に
行
わ
れ
た
荒
廃
森
林
の
復
旧
や
高
度
経
済

成
長
期
の
木
材
需
要
を
賄
う
た
め
の
伐
採
・

再
造
林
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

現
在
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

木
材
は
、
森
林
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
再
生

産
可
能
な
資
源
で
あ
り
、「
植
え
る
→
育
て
る

→
収
穫
す
る
→
使
う
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
循

環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
の
手
入
れ
が

適
切
に
行
わ
れ
、国
土
の
保
全
、水
源
の
涵か

ん

養
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
等
の
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
、
年
々
森
林
資
源
の

量
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十

分
に
使
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ

れ
は
、
生
活
様
式
の
変
化
に
加
え
て
、
鉄
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
な
ど
が
木
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
木
づ
か
い
運
動
」
は
、

木
を「
使
う
」こ
と
、
つ
ま
り
生
活
の
中
に「
木
」

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
進
め
る
運
動
で
、
誰

に
で
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
エ
コ
活
動
で
す
。

「
木
づ
か
い
」
は
森
林
へ
の
「
気
づ
か
い
」
で
も

あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
耐
火
部
材
な
ど
の
開

発
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
木
材
が
あ
ま
り
使
え

な
か
っ
た
分
野
で
も
木
材
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
新
国
立
競
技
場
を
始
め
、
木
材
を
効

果
的
に
活
用
し
た
公
共
施
設
や
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
、
商
業
施
設
な
ど
が
全
国
各
地
で
計
画
、

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
材
を
い
か
に
「
使

う
」
か
に
注
目
が
集
ま
る
時
代
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度

か
ら
、
木
材
利
用
の
意
義
を
広
め
、
利
用
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
国
民
運
動
と
し

て
「
木
づ
か
い
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
運
動
で
は
、「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
実

施
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
展
示
会
へ
の

出
展
、
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
等
に
よ
る
広
報
活

動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
や
木
製
品
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
木
材
へ
の
親
し
み
や
木
の
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
教
育
活
動
と
し
て
、

「
木
育
」の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
は「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」で
す
。

国
や
各
都
道
府
県
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間

団
体
等
に
よ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
普
及

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会

に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
「
木
づ
か
い
」
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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　「ウッドデザイン賞」は、木の良さや価値を再発見させる製品や取組について、特に
優れたものを消費者目線で表彰するもので、平成27（2015）年度から始まりました。
　「木のある豊かな暮らし」が普及・発展し、日々の生活や社会が彩られ、ひいては国
産材の需要が拡大し、適正な森林整備が進むことを目指しています。

暮らしの中にちょっとした「木づかい」を加えてみませんか。
ウッドデザイン賞2015 受賞作品の中から身近な日用品をご紹介します。

ウッドデザイン賞2016のスケジュール

ウッドデザイン賞入賞結果通知・発表： 10月24日

最優秀賞（農林水産大臣賞）等発表・表彰：12月8日
受賞作品の展示（12月8～10日）

※東京ビッグサイト「エコプロ2016」の会場で行います。

ウッドデザイン賞に関する最新情報等、
随時更新しています。

https://www.wooddesign.jp/

三県復興 希望のかけ箸
㈱磐城高箸、Eat East!

ひきよせ
㈱ラ・ルース

物差しNo.50
小粥千寿

東日本大震災で被害の大きかった岩手県・宮城県・
福島県のスギ間伐材を使用。復興の願いが込められ
ています。
http://iwaki-takahashi.biz/

寄せ木にした1枚の板を、立体の器に仕上げる「木地
挽き」という技術により作成。堅牢な接着で割れや
ゆがみを抑えています。
http://hikiyose.jp/brand.html

天竜川流域の樹種を集め作成された定規。天竜川
（213km）の100万分の１（21.3cm）の長さです。
http://chizuogai.com/?portfolio=scale-no-50

ヒトテマキット
㈱西粟倉・森林の学校

東北杉の和柄コースター
（一社）木づかいビジネス協議会

天然木扇子
㈱ビッグウィル

型から外して、自分の好きな形に削って磨いてつくる
木製のカトラリー。スプーン、フォークなど全15種。
http://zaimoku.me/hitotema/

レーザーで全面に刻印した和柄のパターンとスギの
木目の繊細なデザイン。プチギフトや海外へのお土
産にもオススメ。
http://www.kizukai-shop.com

扇子の扇面に、つき板を加工した紙を使用。天然木
の美しい木目が楽しめたり、仰ぐとほのかに木の香
りが感じらます。
http://bigwill.shop-pro.jp/?pid=77920630

天然木の熨斗袋
ハートツリー㈱

BON
津山木工芸品事業協同組合

Shake Handle
㈱桜、㈱HARIYA

紙のように折ったり文字を書いたりできる「木の紙」
を使った熨斗袋。大切な人へ気持ちと共にほのかな
木の香りとぬくもりを。
http://heart-tree.shop-pro.jp/?pid=89835034

杉の集成材を使い、3種類の塗装を施したコンパク
トサイズな軽くて丈夫な角盆。スタッキングでき持
ちやすい設計。
http://moku2.biz/

間伐材を有効利用した買い物袋用の木の持ち手。握
りやすいアーチ形状で買い物袋の重さと痛みが軽減
されます。
http://www.shakehandle.jp/
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イ
ト
ー
キ
は
２
０
１
０
年
か
ら
地
域
材
を

家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
積
極
的
に
活
用
し

地
域
的
循
環
を
再
現
す
る
し
く
み
「E

conifa

（
エ
コ
ニ
フ
ァ
）」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「E
conifa

」
と
は
、
環
境
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
と
針
葉
樹

のC
onifer

を
組
合
せ
た
イ
ト
ー
キ
の
造
語
で
、

そ
の
活
動
は
２
０
１
２
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
、
２
０
１
５
年
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
授

賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
材
活
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「E

conifa

」

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
三
つ
で
す
。

① 

事
業
を
地
域
に
限
定
せ
ず
全
国
に
展
開
し

継
続
す
る
：
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
。

② 

都
市
で
使
っ
て
も
ら
え
る
モ
ノ
を
カ
タ
チ

に
す
る
：
デ
ザ
イ
ン
。

③ 

産
地
か
ら
使
用
者
ま
で
の
知
識
を
集
結
さ

せ
る
Ｈ
Ｕ
Ｂ
と
な
る
：
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。

　

特
に
、
今
回
は
二
番
目
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
イ
ト
ー
キ
は
公
共
施
設

や
オ
フ
ィ
ス
空
間
に
快
適
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
地
域
材
の
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
、

当
然
、
快
適
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
材

の
使
用
量
を
優
先
す
る
あ
ま
り
空
間
全
体
に

木
材
を
使
っ
て
し
ま
う
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
調

和
し
な
い
木
材
の
活
用
例
を
見
か
け
ま
す
。

し
か
し
、
大
切
な
の
は
そ
こ
の
空
間
を
使
う

人
た
ち
の
快
適
性
を
木
材
の
活
用
に
よ
っ
て

い
か
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
す
。

　

イ
ト
ー
キ
は
２
０
１
２
年
に
東
京
・
京
橋

に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
の
場
と
し
て
イ

ト
ー
キ
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「S
Y

N
Q

A

（
シ
ン
カ
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

「S
Y

N
Q

A

」
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
家
具
に
は
、
自

社
の
地
域
材
を
活
用
し
た
製
品
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
ま
し
た
。「
ま
ち
」
の
オ
フ
ィ
ス

を
木
材
に
よ
っ
て
い
か
に
快
適
に
で
き
る
か
、

使
い
勝
手
や
耐
久
性
は
ど
う
か
な
ど
、
日
々

実
証
し
次
の
製
品
開
発
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ト
ー
キ
は
自
社
に
地
域
材
の
加
工
工
場

を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
国
内
の
主
要
地
域
で

委
託
生
産
を
し
て
い
ま
す
。
極
力
「
や
ま
」
の

近
く
で
加
工
し
輸
送
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

を
抑
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
製
材
所
や
加

工
工
場
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
循
環

の
構
築
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
全
国
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
拡

大
し
、
地
域
循
環
の
再
現
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
き
ま
す
。

イトーキ東京イノベーションセンター「SYNQA（シンカ）」

「
や
ま
」と「
ま
ち
」を
つ
な
ぐ

地
域
材
活
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「Econifa

（
エ
コ
ニ
フ
ァ
）」

イトーキ
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針葉樹をイメージした三角形の「つみき」。向きや角度、使うピー
スの数によって様々な作品が作り出せる。パリで開催された『TSUMIKI EXHIBITION』

　

一
般
社
団
法
人m

ore trees

（
モ
ア
・
ト
ゥ

リ
ー
ズ
）
は
、「
も
っ
と
木
を
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
を
代
表
と

し
て
設
立
さ
れ
た
森
林
保
全
団
体
で
す
。「
都

市
と
森
を
つ
な
ぐ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
国
内

で
は
11
か
所
の
地
域
と
協
定
を
結
び
「m

ore 
trees

の
森
」
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
森
林
整

備
な
ど
各
地
の
森
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
様
々
な「
森
の
め
ぐ
み
」を
利
用
し
た

商
品
や
ツ
ア
ー
な
ど
を
企
画
・
展
開
す
る
こ
と

で
、
都
市
と
森
の
交
流
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

国
産
材
を
使
っ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
昨
年

販
売
を
開
始
し
た「
つ
み
き
」は
、
空
間
に
ま
で

幅
広
く
そ
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
木
造
建
築
を
数
多
く
手
掛
け
る
建
築
家

の
隈
研
吾
氏
に
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

一
見
ご
く
シ
ン
プ
ル
な
山
型
の
ピ
ー
ス
で
す

が
、
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
小
さ
な
粒
か
ら
大

き
な
世
界
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

も
ち
ゃ
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
テ
リ
ア
と

し
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
大
人
も
子
ど
も

も
魅
了
す
る
新
し
い
形
の「
つ
み
き
」で
す
。

　

ま
た
、「
つ
み
き
」
の
素
材
に
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森

林
認
証
を
取
得
し
た
宮
崎
県
諸も

ろ
つ
か
そ
ん

塚
村
の
ス
ギ
を

使
用
し
て
お
り
、
地
元
の
職
人
の
手
で
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
森
や
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
世
界
へ

発
信
し
よ
う
と
、
今
年
９
月
に
パ
リ
で
行
わ

れ
た
日
仏
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「PARISH

IKI

」

都
市
と
森
を
つ
な
ぐ

｢

つ
み
き｣

の
デ
ザ
イ
ン

宮崎県諸塚村の「more trees の森」

に
お
い
て
、
17
日
間
に
わ
た
っ
て「
つ
み
き
」の

展
示
会『TSU

M
IKI EXH

IBITIO
N

』を
開
催
し

ま
し
た
。
世
界
各
地
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
は

「
つ
み
き
」
が
生
み
出
す
様
々
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン（
※
）
に
触
れ
、
そ
の
美
し
さ
や
プ
ロ
ダ
ク

ト
と
し
て
の
質
の
高
さ
、
ま
た
日
本
の
木
の
文

化
に
も
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
森
の
恵
み
、

職
人
の
技
術
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
、
そ
れ
ぞ
れ
が

融
合
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た「
つ
み
き
」は
、
私

た
ち
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
都
市
と
森
を
つ
な
ぐ
」

た
め
の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
、
そ
の
舞
台
を
世

界
に
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ

た
対
価
を
地
域
の
森
へ
還
元
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

※ 

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
据
付
け
、
設
置
の
意
味
か
ら
転
じ

て
、
展
示
空
間
を
含
め
て
作
品
と
み
な
す
手
法
の
こ
と
。

（一社）
more trees
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長
野
県
で
は
「
木
の
文
化
の
再
生
」
を

目
指
し
て
、
桶
・
樽
な
ど
の
暮
ら
し
に

密
着
し
た
木
製
品
の
復
活
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
味
噌
や
醤
油
の
食
品
業
界
等
、

様
々
な
業
界
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昔
銭
湯
で
よ
く
見
か
け
た

黄
色
い
「
ケ
ロ
リ
ン
桶
」
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

　

周
り
の
人
に
「
銭
湯
の
黄
色
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
桶
知
っ
て
い
る
？
」
と
聞
く
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
桶
の
代
表
選
手
の
よ

う
な
「
ケ
ロ
リ
ン
桶
」
が
木
桶
に
な
れ
ば
、

「
木
の
文
化
の
再
生
」
に
向
け
た
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

　

早
速
、
ケ
ロ
リ
ン
桶
を
販
売
し
て
い
る

内
外
薬
品
㈱（
本
社
：
富
山
市
）に
長
野
県

の
取
組
を
説
明
に
行
き
、
長
野
県
産
の
木

桶
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

何
度
か
の
打
ち
合
わ
せ
の
後
、「
ケ
ロ

リ
ン
木
桶
」
の
商
品
化
が
決
定
、
平
成
27

年
３
月
14
日
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
に

合
わ
せ
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

木
桶
は
長
野
県
内
の
南
木
曽
町
の
志

水
木
材
産
業
㈱
が
製
作
、
原
材
料
に
は
長

野
県
産
の「
サ
ワ
ラ
」を
使
用
、
販
売
価
格

は
４
０
０
０
円（
税
抜
き
）で
す
。
木
桶
の

販
売
１
個
に
つ
き
１
０
０
円
が
木
曽
広

域
連
合
に
寄
付
さ
れ
、
木
曽
地
域
の
森
林

整
備
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
創
設
さ
れ
た

「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」で
は
、
奨
励
賞
を

受
賞
し
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
実
は
、
ケ
ロ
リ

ン
の
黄
色
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
桶
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
（
昭
和
38
年
）
に

東
京
温
泉
（
東
京
駅
八
重
洲
口
）
に
置
か

れ
た
の
が
最
初
で
、
そ
れ
以
降
全
国
の
銭

湯
や
温
泉
な
ど
の
浴
室
へ
波
及
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、「
ケ
ロ
リ
ン
木
桶
」が
新
た
に
ブ
レ
イ

ク
し
、
日
本
固
有
の
木
の
文
化
で
あ
る

木
桶
が
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
木
の
文
化
の
再
生
の
た

め
に
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

木
桶
か
ら
始
ま
る

木
の
文
化
の
再
生

長野県

ウッドデザイン賞授賞式

展示の様子
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　10月中旬より、全国各地で開催される様々なイベントを紹介します。それぞれのイベ
ントでは木工体験や地元で作られた木製品などの販売が行われます。お近くの会場に足
を運んでみては如何でしょうか。尚、紙面の都合上、ご紹介しきれないイベントが多数
あります。是非、林野庁HPの方もチェックしてみてください。
URL：http://www.rinya.maff.go.jp/j/kidukai/gekkan.html

木育ひろば in チ・カ・ホ
（北海道）

札幌駅前通地下歩行空間“チ･カ･
ホ”で木工クラフトの体験や、木
製遊具で遊ぶことができます。

とくしま木づかいフェア
（徳島県）

県産材をつかった木工教室、こ
ども上棟式、どんぐり教室など
木に触れ親しむ活動を行いま
す。

木と暮しのふれあい展
（東京都）

木製品の展示販売、木工体験を
楽しむ木工教室などを行います。
また、最新林業機械の展示もあ
ります。

みえ子ども森の
学びサミット（三重県）

森林や木について楽しく学べる
イベントです。

期　　間 都道府県 行事名 開催地及び会場名 主催等 連絡先（電話番号）
10 月 25 日

〜 26 日 北海道 木育ひろば in チ・カ・ホ 札幌市 札幌駅前通地下歩行空
間 札幌駅前イベントスペース

北海道、林野庁北海道森林管理局 
北海道木材産業協同組合連合会 011-204-5515

10 月 30 日 岩手県 住田町産業まつり 住田町農林会館前駐車場 住田町林業振興協議会 0192-46-2111
10 月 23 日 栃木県 とちぎ協働まつり 栃木市総合運動公園 栃木木材協同組合 0282-22-3745

10 月 22 日
〜 23 日 東京都

第 36 回　木と暮しのふ
れあい展（※最新の林業
機械の展示もあります）

都立木場公園イベント広場 東京都、（一社）東京都木材
団体連合会 03-3520-4855

10 月 30 日 新潟県 わんぱく建築工作まつり アオーレ長岡 長岡建築協同組合 0258-32-1227

10 月 22 日 三重県 みえ子ども森の学びサ
ミット MAP みえこどもの城 三重県ほか 059-224-2513

10 月 30 日
〜 11 月６日

（作品展示会）他
奈良県 奈良の木づかいフェスタ イオンモール橿原

「奈良の木づかい運動」実行
委員会（事務局：奈良県農
林部奈良の木ブランド課内）

0742-27-7470
（奈良県農林部奈良
の木ブランド課）

10 月 22 日 岡山県 第 17 回　森林を考える
岡山県民の集い グリーンズヒルズ津山 森林を考える岡山県民のつ

どい実行委員会 0868-27-7150

10 月 22 日
〜 23 日 徳島県 とくしま木づかいフェア あすたむらんど徳島 とくしま木づかい県民会議

088-662-2521
（事務局：徳島県木
材協同組合連合会）

10 月 30 日 宮崎県 森とのふれあい祭り 宮崎県美郷町　森の科学館
（林業技術センター内） （公社）宮崎県森林林業協会 0985-27-7682

「木づかい推進月間」近辺のイベント情報（抜粋）
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